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Q.ユニバーサルデザインってよく聞く
けれど、どんなデザインですか？

ユニバーサルデザイン
（Universal Design）は、「普遍的な」とい
う意味を持つ "ユニバーサル" が示している
とおり、
「身体能力の違いや年齢、性別、国籍などに
関わらず、すべての人が利用しやすい」
ことを目指してつくられたデザインです。

この「デザイン」とは、目に見える部分だけで
なく、構造やシステムなども含む広い意味で
使われています。
また、実際にデザインされた製品や建物、環
境など全般を指すこともあります。頭文字を
とって、「UD」と表現されることもあります。

ユニバーサルデザインには、
7原則といわれる基本的な考え方があります。

１：公平であること ２：柔軟性があること

３：シンプルであること ４：わかりやすいこと

５：安全であること

６：身体への負担が少ないこと

７：スペースが確保されていること

Q.具体的にはどんなものがあるの？

皆さんの身近なところにたくさんあります。
例えば…

・温水洗浄便座
元々は術後のケアとして活用されて
いたものが、一般に普及しました。

・シャンプーのボトル
側面やポンプの部分に、コンディショナー等にはない
刻み線が入っています。
目の見えない・見えにくい人にわかりやすいのはもち
ろん、シャンプー中に目を閉じたままでも間違えずに
使えます。
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・ピクトグラム
人やものを単純化したマークで表現しており、子どもや国外から
の旅行者、高齢者など、文字情報だけでは理解しづらい人たちの
助けになるだけでなく、
面白い形などで文字より目立たせることができ、
誰にとってもわかりやすいデザインです。

・文房具・調理器具
利き手に関係なく使えるはさみや定規、
おたまや急須などがあります。

実は「障がい学生支援室だより」にも、ユニバーサルデザインが
使われています。
みなさんが今読んでいるこの文字は「UDデジタル教科書体
NK-B」という、誰にでも読みやすいフォントを用いています。

Q.「バリアフリー」とはどう違うの？

「バリアフリー」は、障がいのある人が社会生活をしていく
上で障壁（バリア）となるものを除去するという意味で、
元々は「道路や建物の入口にある段差などを取り除く」
という建築用語です。

それに対して「ユニバーサルデザイン」は、「最初からみん
なにやさしいデザインを考えること」と言えます。

カウンセラーの生活Tips!
（お餅をレンジで美味しく食べるには？）

もうすぐお正月ですね。
レンジでお餅を加熱しても、適度な柔らかさにならなかったり、
お皿にひっついてしまった経験はありませんか？

そこで、レンジでお餅を美味しく食べる方法を実験してみました！
これを参考に、お正月気分を味わってみてください。

方法１：お皿に直接お餅を置き、600Wで加熱する。
・30秒：中に芯が残って硬い。
・40秒：ちょうどいい柔らかさで、お皿にも引っ付かない（写真1）。
・50秒：かなり柔くなり、お皿にも引っ付いて食べにくい。

方法２：お湯を入れた器にお餅を入れ、600Wで加熱する。
・40秒：中にかなり芯が残って硬い。
・60秒：ちょうど良い柔らかさになるけど、お湯に浸けているため

水っぽい（写真２）。
※何よりお湯を沸かすのがめんどくさい。

結論：お皿に直接お餅を置き600Wで
40秒の加熱がベスト！

写真１ 写真２
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